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 令和７年度 第１回 

滋賀病院地域連絡協議会 議事録 

 

日 時  令和７年１０月２８日 （火） １５：００ ～ １６：００ 

場 所  滋賀病院 ３階講義室 

出席者   地域連絡協議会委員 （敬称略・順不同） 

      大津市医師会会長         大森 聖一 

大津市健康保険部長        小野 昌幸 

滋賀病院腎臓病患者友の会会長代理 高島 尚行 

      有識者              川添  力 

ＪＣＨＯ滋賀病院院長       来見 良誠  

ＪＣＨＯ滋賀病院副院長      八木 俊和 

      ＪＣＨＯ滋賀病院事務部長    日下部 仁志 

ＪＣＨＯ滋賀病院看護部長     柳崎 朱美 

      

滋賀病院職員出席者 

      総務企画課長           植山 邦彦 

医事課長             玉野 圭司 

経理課長補佐           岡本 貴繁 

６B病棟看護師長         山本 朋恵 

総務企画課長補佐         永井 清史 

  

【 議 事 】 

（議長） 

 副院長  八木 俊和 

（司会） 

総務企画課 植山 邦彦 
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【BCP（事業継続計画）に基づく災害訓練について】 

 

【退院前・後訪問について】 

 在宅患者入院診療（JCHO在宅療養あんしんさん）を利用しているが、在宅療 

養のバックアップ機能の役割を強化して頂きたい。 

訪問看護師のみでなく医師やケアマネージャーも外部へ出向いて患者対応を 

お願いできないか。 

訪問看護ステーションがあるので南部の中心で在宅医療の要になっているので、 

これからもよろしくお願い致します。 

 

大津市の人口が３４万人で高齢化率が３０％弱になっており約１０万人となって 

おります。 

今年、介護保険の認定者が２万人を超え、全国的に２０４０年問題があり大津市 

は少し後へスライドすると考えています。 

先ほどの発表であったように、地域包括ケア病棟の運用がいかに大切になって 

くると思います。 

滋賀病院は訪問看護ステーションがあるので頼りにしています。 

大津市としては２４時間体制の訪問看護ステーションをもっと作っていくべき 

ですが、なかなか難しい問題があります。 

地域包括ケア病棟を推進していく立場から言うと、退院前後訪問というのは非常 

に素晴らしい制度だと思います。 

 

【滋賀病院の役割について】 

人工透析患者の通院困難者に対していつも送迎して頂きましてありがとうござ 

います。今後ともよろしくお願い致します。 

シャントトラブルに対して、シャント PTA やシャント造設も滋賀病院でお世話に 

なることはできますか。（腎臓病友の会） 

 

 シャント造設は当院で行っておりませんので、他院に依頼させておりますが、 

 シャント PTAは当院でも対応致しますのでご安心してお任せ下さい。 

 

インフルエンザやコロナ感染もありますが、面会はどのようにされていますか。 

（有識者） 

面会につきましては令和７年８月４日より規制を緩和しております。 

以前（8月３日）は予約制で１４：００～１５：３０の間に１日５組までと制限 

していましたが、現在は予約制や組数制限を廃止しています。 

具体的には１４：００～１６：００の間で１日３名以内、１日１回としており 
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ます。 

 

面会時間につきましては、変更なしでデイルーム・個室は３０分以内、大部屋 

は１５分以内としています。 

平日は正面玄関で面会申込書をご記入頂き、面会用受付に提出後、入館許可証 

をお渡しし、病棟へ上がって頂き帰宅の際は面会用受付で面会申込書の退館 

時間を記載し、入館許可証を返却して頂いています。 

土日（祝日）の面会は、休日夜間入口に守衛室がございますので、そちらの方で 

平日同様の流れで面会をして頂いております。 

インフルエンザやコロナ等の感染症の発生具合では面会の一部制限等、臨機 

応変に対応させて頂くこととしております。 

 


